
JPPF強化委員会の仕事
日本選手が世界で活躍できるために

中長期強化目標とスケジュールの策定

強化システムの構築（FTEM）

強化情報収集と発信（筋肉読本と筋肉講座）

トレーニングプログラムの開発と実践

強化スタッフの発掘と育成



長期強化目標の策定

パリパラリンピック ロスパラリンピック ブリスベンパラリンピック

2023        2024        2025        2026        2027        2028        2029        2030       2031        2032       2033

世界選手権 世界選手権 世界選手権 世界選手権 世界選手権
地域選手権 地域選手権

世界選手権

パリパラリンピックに６名の選手を派遣し、全員入賞させる
ロスパラリンピックに８名の選手を派遣し、メダル獲得する
ブリスベンパラリンピックに１０名の選手を派遣し、複数メダルを獲得する

2025年世界選手権で8位以内入賞者を3名出す

2026年アジア・オセアニア選手権でメダリストを3名出す



パリパラリンピック

2023年 2024年 2025年
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

チャレンジ Cup

World Cup

全日本選手権

中期強化目標の策定

全日本選手権

World Cup

記録会 記録会 記録会

World Cup ?

パリパラリンピックに出場するにはパラランキング最低10位以内
3月のWorld Cup出場のためには12月の全日本結果でパラランキング12位を狙える選手派遣
6月のWorld Cup出場のためには3月以降パラランキング1１位以内が見込める選手を派遣

全日本選手権は日本最高峰の大会、自己新記録を出し、自ら成長のチャンスをつかむ

2024年3月6月のWorld Cupはパラリンピックへのパスウェイ
2025年からのWorld Cup出場は仕切り直しとなるので、次期中期計画で派遣方針決定

記録会はこれからを担う選手のための研鑽の機会

上記目標イベントに合わせて合宿や合同練習を企画する



強化システムの構築（FTEM）2023年度版 選手は記録を伸ばしレベルアップを狙う

• FTEMはレベル別の強化枠

• FTEMランクは前年度の達成記録で決まり、年度内に出した記録で上がることが可能

高みを目指す

F

T1

T2

T3 

T4

E1

E2

E３

M 

Fレベルは将来パ
ラパワーリフティ
ングで活躍できる
可能性がある者
JPPF登録終了後
日常練習会、トラ
イアル、記録会、
チャレンジカップ
参加可能

T1レベルは全日
本参加標準のマイ
ナス10％を突破し
た選手

日常練習会、トラ
イアル、記録会、
チャレンジカップ
参加可能

T2レベルは全日
本選手権参加標準
を突破した選手
WPPOランキング
登録にはWPPO登
録が必要
先行されれば指定
国際大会参加可能
合同練習会、オー
プン合宿参加可能

T3レベルはパラ
リンピック参加標
準を破った選手群
国際大会に参加し、
世界ランキング上
昇を目指す

T4レベルはパラ
リンピック参加標
準プラス10％を
破った選手群
積極的に国際大会
に参加し、パララ
ンキング上昇を目
指す

E1レベルはパラ
リンピック参加標
準の20％アップの
記録を破った選手
群
積極的に国際大会
に参加しパララン
キング8位以内を
目指す

E2レベルは世界
選手権で8位以内
の成績を収めた選
手

パラリンピック上
位入賞が期待され
るレベル

E3レベルはパラ
リンピックでメダ
ルを獲得した選手

Mレベルはパラリ
ンピックや世界選
手権で連続してメ
ダルを獲得した選
手

JPPFのFTEM
前提条件：①JPPF行動規範を遵守

②JPPF選手資格規定を遵守
③メディカルチェックの提出

F以上はJPPF選手登録必要（自費）

T3以上はJPPF強化指定選手

E2以上はJPC強化指定選手の可能性あり



強化情報収集と強化情報発信・・筋肉読本と筋肉講座

強化情報収集
筋肉読本作成

強化情報発信
筋肉講座で発信

海外情報
世界ランキング
強豪国トレーニング
国際大会情報
WPPO情報
など

運動生理学的情報
筋肉養成（生理学）情報
栄養学情報
心理学情報
など

選手情報
各選手の成長情報
各合宿のレポート
選手との面談
など

海外情報
国際大会情報
レベル別の参加可能国際大会提示
最新ルールの周知
参考とすべき海外強豪国トレーニング方法
など

成長のための各種情報
連盟トレーニングプログラム提供
トレーニングの基本学習
ルールに対応するベンチの指導
必要に応じた栄養指導
必要に応じた心理サポート
など

選手情報
必要に応じて各選手の成長グラフ開示
必要に応じて各選手へのお役立ち情報伝達

HPD
強化委員会
国際担当

HPD
強化委員会



トレーニングプログラムの開発と実践

2018～2020年 2021～2023年 2023年後半～

Jon Amos 
プログラム

吉田HPD
プログラム

トップ選手用
プログラム

育成選手用
プログラム

初心者用
プログラム

それまでトレーニングプロ
グラムを知らなかった多く
の日本選手にイギリスの
ノーハウによるプログラム
を紹介し、実践し、効果を
確認

最新の運動生理学的知見を
盛り込んだ、吉田HPDのト
レーニングプログラムでさ
らなる成長を後押し

選手のレベルに応じた大会、海外遠征、
合宿などを考慮に入れ、大きく3つのク
ループに適するトレーニングプログラ
ムに改良
個人個人の進捗を見ながら徐々にオー
ダーメイド的プログラムに進化させつ
つある

最新運動生理学知見 海外情報

個人情報など



                                                               

          

   

      

     

            

     

           

     

           

    

                  

                     

                

            

                     

                

            

                     

                  

            

                   

                   

                      

                          

           

            

        

         

          

          

             

           

          

              

         

           

        

        

          

          

            

      

       

コーチの育成



強化スタッフの発掘と育成

トレーナー

瞬発力の極致である
パワーリフティング
を良く知る必要があ
り、どの部分を痛め
やすいか、どの部分
に疲れがたまりやす
いかの知見と経験が
必要。
日常的ケア―と試合
前後のケアーの違い
を理解する必要あり。

。

心理サポート 栄養サポート 医科学サポート

心理サポートは選手
との信頼関係が重要。
可能であればパワー
リフティング経験者
が選手の心理を実感
しているので有効な
場合が多い。

。

筋肉量増大を目的と
するスポーツの特性
を理解した栄養士が
必要。
一般論は初心者には
必要。
場合によってはドク
ターで筋肉トレーニ
ング実践中の人から

の意見も大切。。

医科学サポートは多岐に
渡る。
①アンチドーピング教育
②褥瘡を含む選手の体調
管理、健康診断
③けがや体調不調の治療
やアドバイス
④動作解析
現在Gym Awareと京都
NTCの本格動作解析装置
を活用。
データを集積し、判定と
強化に活用

コーチ

選手
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